
ロータリングプレート

ディスクダイ
カッター
ローラー

スクレーパー
ローラーホルダ

竪形シャフト

φ2〜30mmサイズのペレットを効率的に造粒

①�前工程で分別・粉砕・乾燥等、適切に処理された原料は定量フィー
ダによって、連続的にディスクペレッターに供給されます。

②�竪形シャフトがローラーホルダを回転させます。ローラーホルダには2
〜5個のローラーが放射状に取り付けられており、公転しながらディ
スクダイとの摩擦によって自転します。

③�供給された原料は固定されたディスクダイと回転するローラーとの間
に挟み込まれ、最高15〜20MPa（150〜200kg/cm2）の圧力で加圧さ
れながら、ディスクダイの孔から下部に押出成形されます。

④�ディスクダイの裏面で回転するナイフカッターで適当な長さに切断さ
れて粒状となり、同軸回転のロータリングプレート上に落下・排出さ
れます。

機構

ディスクダイの仕様は、板厚・孔径（形状）・開孔比の三要素からなりま
す。能力、条件、物性に応じて最適のものを設計し、焼入加工によって、
耐摩耗性・耐久性を高めています。

■ ディスクダイ

特長 材質ラインナップは豊富に取り揃えております
特殊スチール製の他、ブロンズ製、ステンレス製等、ご使用
条件により様々な材質を
ご用意しております。原料
物性に合わせて、耐摩耗、
耐熱、耐蝕等、使い分けて
いただくことができます

仕様
型　式 F-5/11-175 F-20/12-330H-1 F-40/33-390 F-60/14-500H-1 F-150/38-780
能　力 kg/h 約20〜150 約200〜400 約400〜1000 約1000〜2500 約2000〜5000
材　質 SUS304 SS/SUS304 SS SS/SUS304 SS
ペレット直径 mm 2〜10 2.5〜20 3〜30 3〜30 3〜30
モータ kW 3.7 15 30 45 90〜110
総質量 kg 約250 約1000 約1000 約2500 約5000
据付面積 mm 460×830 670×1200 840×1220 1000×1790 1460×2110
全　高 mm 1070 1290 1480 1550 1840
ローラー直径（mm）×個数 100×2 180×2 230×2 230×4 280×5、350×4
回転速度（変速） △ △ △ △ △

※△はオプションとして承ります。

納入例

製品名 納入
機種

含有水分
（%）

ペレット径
（φmm）

添加水分
（%）

能力
（kg/h）

土壌改良剤
（下水汚泥） F-150 30 5.0 — 5,000

土壌改良剤 F-20 30 4.0 0    100
有機肥料 F-150 10 3.0 5 3,000
鶏糞肥料 F-150 10 4.0 0 2,500
魚粕肥料 F-60 10 3.0 8 1,000
有機配合肥料 F-150 10 3.5 3 2,000
コンポスト肥料 F-60 10 4.5 0 1,600

オプション

自動加圧ユニットの取り付けで、多彩なメリットが生まれます。
※ユニット構成：油圧ナット＋電動ポンプ＋各種バルブ＋計器＋ホース

■油圧式ローラー自動加圧ユニット

特長 ●●�任意に設定でき、一定の硬度
が得られます

　�目的に応じて設定されたロー
ラー加圧力により、安定した造
粒運転で、高品質な一定硬度
の造粒品が得られます
●●�安定した連続運転が可能です

　�手動締付式では一定の運転時間が経過すると、シャフト
ナットの緩みが生じるため、機械を停止して増し締めをお
こなう必要が有ります。自動加圧の油圧ユニットなら、電
動ポンプと圧力制御により絶えず一定加圧力を保つため、
増し締めが不要となり、安定した連続運転が可能です
●●安全装置を搭載しました

　�設定油圧3MPa（30kg/cm2）程度にて、5〜6MPa（50〜60kg/
cm2）の造粒品が得られます。10MPa（100kg/cm2）の油圧に
なると、安全装置（リリーフ弁）が作動して機械を保護します。
また、油圧ナット部でも異常加圧（エマージェンシー）が伝達
されると、油が排出され機械を非常停止します

※モータとのインターロックが必要です
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